
市街地に津波浸水被害を受けながらも迅速な復旧を

遂げた八戸市と津波に立ち向かい復興した津波常襲

地域の知恵を学ぶ。

「市街地における津波の実情を知る」

1日目

2日目

八戸駅
（三沢空港
・青森空港）

八戸市みなと
体験学習館

震災遺構明戸
海岸防潮堤

宮古市田老
（宿泊）

津波遺構たろ
う観光ホテル

田老復興事業
震災メモリアル
パーク中の浜

盛岡駅
（仙台空港・い
わて花巻空港）

宮古市田老

対象地域：青森県八戸市、岩手県宮古市
研修領域：津波被害、震災遺構、

防潮堤整備、復興の町づくり

【研修内容】
○密集した市街地を襲った津波の実態を知る。
○津波常襲地帯における過去の教訓から学んだ知恵を知る。
○大津波から命を守る避難行動と「備え」を知る。
○津波常襲地帯における復興の津波対策を知る。

【学びの特色】
○三陸沿岸で大規模な密集市街地を形成する八戸市の津波被害
を学ぶ。

○津波の常襲地帯として過去の教訓から「備え」としてかつてない
高さを決めた防潮堤整備の意義と、津波の被害と避難の実態か
ら新たな町づくりとして復興が進む田老地区の実際を学ぶ。

留意事項
・定員10～20名
・宿泊及びバスの移動は旅行代理店が手配

八戸市みなと体験学習館 震災遺構明戸海岸防潮堤 津波遺構たろう観光ホテル 震災メモリアルパーク中の浜

普代水門
太田名部防潮堤
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